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住民の食事中重金属類の 1日摂取量

（第 1報）について
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I. はじめに

近年，経済の発展とともに．食事の内容にも著しく変

化がみられるようになってきたが，健康とのかかわりか

ら食生活についても，きめこまかな調査研究が要請され

るようになってきた．食品等に含まれる微量重金属類の

調査も，その 1つであり，微量重金属類は飲食により体

内に摂取されるため，食品衛生上および栄養学上から重

要なものである．微量重金属類の中には，必須のものと

微量でも有害となるものがあろ．今回地域住民の日常食

から取り込む重金属煩の摂取呈を把握する目的で調査を

実施したので報告する．
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はミキサーで均質なかゆ状（必要に応じ最小限の水を加

える）にしたものを， 80~110℃で乾燥し．さらに粉砕

器で扮未状にしたものを分析試料とした．

E.調査項目

銅 (Cu),亜鉛 (Zn),カドミウム (Cd),鉛（Pb)お

よびマンガン (Mn)の5項目である．なお，昭和52年春

期のMnは測定しなかった．

主食，副食とも，ホットプレート上で硝酸，過塩素酸

による湿式分解を行ったのち， Zn,Mnについては，分

饂夜を直接希釈． Cu, Cdおよびpbについては，DDT

C--M I BK抽出後それそれ原子吸光法（恥補正）

により刈定を行った．

II. 調査方法

A.調査地域

秋田県における重金属摂取量調査の一環として，今回

は，出羽丘陵沿いの農山村地域である東由利町および雄

和町を対象地域とした． （図1.)

B.調査対象者

同地域に10年以上居住し，主として農業従事者で， 10

~59オの成人男女を対象者とした．東由利町113名（男

53名，女60名），雄相町 115名（男57名，女58名）の；；1→

228名を調査した． （表 1.)

C.調査実施時期

昭和52年～同54年の 3年間にわたり調査を行った．季

節的には，食事摂取閏が年間の車均的な量と考えられる

春期と秋期に実施した． （表 2.)

D.試料

日常食の 1日分を1竺せん方式により，主食と副食を別

々に採取した．なお今回の主食はすぺて米飯である．ま

た，カレーライス，カツ丼などは，全体を副食とした．

主食はそのまま， 105℃で乾燥し分析試料とした．副食
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表 1． 調査対象者

東由利町（高村，大吹部落，上里部落，宿部落の40~59オ住民）

雄和町（椿川部落，平尾鳥部落，神ケ村部落の40~59オ住民）

性 調査対象者(A) 調 査
地． 域

別 (S 52~54年） 累 計 52年

東由利町
男 61 53 17 

女 68 60 20 

男 151 57 19 
雄和町

女 175 58 20 

表2. 調査実施時期

地＼砿時＼＼期 I52 年 I 53 年 I 54 年

東由利町 ！ I 6 月月9日 5月9日 5月9日

11 9日 11月21日 11月8日

雄和町
I 6月2日 5月31日 5月29日

I 11月16日 11月14日 11)] 28日

皿．結果および考察

東由利町および雄相町の日常食の摂取鼠をみると表 3.

のとおりである．副食における，食品群別の摂取状況に

ついては，菊地たち 1)の栄養調査によると，東由利町で

植物I•IL食品，雄和町で動物fit食品を多く摂取する傾向力ゞ

みられた．

A.主食および副食の重金属含有濃度

主食，副食乾燥物の中金属含有屈度は，表4.5．のとお

りである．主食の各金屈含有設度は，同一地域で（ま，男

女とも，よく一致していた．また両地域を比べると Cd

を除き，ほぼ同レヘルであった． Cdは，東由利町0.03二
0.02 ppm, 雄和町0.09」-0.06ppm で，有意の差かみ

られた． （P <0.05)．次に剖食については， 5項目と

も両地域で，ほぼ同レベルであった．

B. 日常食の重金属摂取量

1日当りの主食および副食からの重金属摂取景は表6.

図2．のとおりである．両地域の重金属量で差が認められ

るものとしては， Cdかあけられ，東HI利町，君， 31.2

μ,g，女， 28.2四．雄和町，男， 55.3四，女． 41.811g 

で，この地域問の Cd摂取量を比べると，男女とも，有

意差がみられた． （P<0.05)．次にこれらの値を文献

饂表7．と比校してみると，はぽ平均的な1在であると慰、
われるが， Mnでやや高い傾向を示した．これい主食

実 施 数(B)
実施率（長xlOO) 年齢※

53年 54年

17 19 86.9 49.5二： 5.1

21 19 88.2 49.6士5.6

20 18 37.7 48.2土6.2

18 20 33.1 47.5土6.6

※卓均年齢上標準偏差

からの取り込みが大きいためである．

C.重金属摂取登の度数分布

各金属摂取呈！こついて，度数分布でみると図 3,4．のと

おりである．

D.重金属摂取登1こ対する主食の寄与率

日常食による重金屈摂取量のうち主食から摂取する割

合は図 5．のとおりである．各金属の寄与率の概略は次の

とおりであった．

Cd: 東由利町と雄和町では摂取量に0月らがれ差か、7}

られ，東甘］利町で寄与率が約30%,雄和町で約50％であ

った．

Mn： 両池域1こ大きな；＇［はみらねず，寄与忍に 40~50

兌＇程であった．

Zn: 両地域に大きな差はみられず，寄与率は40~45

形程であった．

Cu: 雄禾口町の女を除いて． 35兄前後の香与率で，紺

田町0)女(})み25?o程であった．

Pb: 5金属中．主食からの寄与率は全体的に低く，

両地域とも20~25彩程であった．主食からの寄与率につ

いてー筈にち 2)によると， Cdで70%,Znて52影， Cu

て64影． Pt)で60彩程と報告しているか，本県の由池域の

場合は，いずれもこれより低い寄与率を示した．

表3． 日常食の摂取量

性 例
クロ

地域
り1J数
米飯 副食 総摂取量

男 53 973士304 1,565土490 2,538:+654 
東由利町 女

60 722土187 1,389土385 2,111土429

男 57 860土252 1,467士422 2,327土557
雄利町

女 630士182 1,339士435 1,9691:487 58 

平均士楳準偏応，単位： g 
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表4. 主食（乾重量）の重金属含有濃度

地域 性別 Cu Zn Cd Pb Mn 

［ 
男 2. 1 9士o.40 I 1 4. o o土 2.6 9 0. 030士0020 0. 03土 00 5 8. 8 9土 2.2 5 
女 2. 1 0士 0.3 5'1 4. 1 3土 3.0 4 0.030士0.0 20 0. 03土 00 5 9. 1 5 2. 5 4 

町 平均 2. 1 4土 0.3 8 14.07士 2.8 8 0. 030土0.020 0. 0 3土 0.0 5 9. 0 3土 2.41 

雄 男 2. 0 7士 0.6 1 1 2. 5 8士 3.2 3 0. 095士0.072 0. 0 3土 0.0 5 8. 88土 3,6 5 

和 女 2. 0 3士 0.63 13.32士 2.4 3 0.087土0.0 55 0. 05土 00 6 8. 9 5士 2.44 

町 平均 2. 0 5士 0.6 2 i 1 2. 9 5士 2.8 8 0. 091土0.065 0. 04 0. 0 6 8. 9 2土 3.1 0 

平均二標準偏差，哨位：ppm

表5. 副食（乾重量）の重金属含有濃度

地域 性別 Cu Zn 
•~. i "-= ~~ 

Cd Pb Mn 

東 男 6. 41士 5.69 2 7. 8土 8.6 7 0. 1 0士 0,0 6 ! 0. 2 3 ~.1:: 0 2 4 13. 8 7 12 

胄 女 5. 0 3士 3.9 0 2 4. 6土 8.6 7 0. 11土 0.1 3 

町 平均 5. 7 2土 4.8 7 2 6. 2士 8.8 1 0. 11土 0.1 0 

雄 男 5. 0 8 ::i_ 2. 0 3 2 7. 3士 9.1 6 0. 1 2士 0,1 2 

和 女 6. 2 4 -1:: 6. 7 6 2 5 0士 11.9 0. 14士 02 0 
マ~~

町 平均 5. 6 6土 5.0 4 2 6. 2士 10. 7 0. 1 3土 0.1 7 

表6. I::I常食の重金属摂取量

地域 性別 試 料 Cu （叩） Zn （哨） Cd （四）

米 飯
0. 73土0.28 4.50土1.70 10. 9士7.5
0.25-1.77 1.15-7.92 1. 3 32.0 

東 男 副 食 1.29=1-1.21 5.59:l2 26 20. 3土129 
0.50-7.39 1.93-12.80 2. 7 71 4 

総摂取ht 2.02::l_1 31 10.09::L3 00 31. 21~142 
由 0. 75 -7.85 3.60 -14.84 5. 7 -73. 5 

米 飯
0. 51士0.17 3.47士1.11 7.6土5.4
0.20-1.05 1.63-7.13 1.2 -24.0 

利
女 副 食

1.00-1二102 4.61』2.15 20. 6--+:28 0 
0.24-2.70 1. 88 -14 81 2.9 -208 

町 総摂取捐 1. 51::LI 07 8.08土263 28. 2土280 
0.46-3.21 3. 79 -18. 99 6. 0 -21 l 

平 均 1. 7 5土1.22 9.02土2.98 30.1士22.7 

米 飯 0.63±0 27 3.83±1 59 28.9+23 8 0.15~3.86 0.81 -7 0 7 1.3-946 

雄 男 副 食 1.02+0 60 5.37」240 26.4 :I-34.1 
0.45 4 65 0. 91 -15 27 0. 9 --241 

総摂取量
1. 65土0.75 9.20士3.24 55. 3士50.0
0.66-5.25 2. 37 -17. 85 8. 7 -302 

和 米 飯 0 46士0.19 3. 07土1.28 18.8士13.3 0.02-1 17 0.62-943 I. l -68 2 

女 副 食 1.341-I 54 4.43二l86 23. 0::'_2 2 1 
0. 15 • ・ 8 2 2 1.25--971 4. 0 -13 7 

町 総摂取量 1.80土1.58 7. 50土2.28 41. 8土26.1
0. 31 -8. 68 2.04 -13.89 6.7-154 

平 均 1. 72土1.24 8. 34土2.92 48. 5土40.3 
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0. 1 6土 0.1 0 1 3. 2土 5.8 1 

0. 2 0土 0.18 1 3. 5土 6.46 

0. 20士 01 2 13. 8 5. 3 7 

0. 18 ± 0 1 3 13. 4 j~ 6 7 3 

0. 1 9土 0.1 3 1 3. 6土 6.1 0 

平均土標準偏差，単位：ppm

Pb (μ,g) 

12. 7土17.9 
1. 6 -60. 2 
4 7.0」-513 
1 1 -274 

59. 7上532 
5.0 -278 

8.2土11.1
1.5-48.8 

28 4 J~ 19. l 
3 0 -75 8 

36 6土248 
5.6 115 

47.4士42.3 

11. 7 :±-19. 2 
I 7 -1 24 

39.7±356 
2.6-238 

51. 4土42.8
10.7-249 

12. 1土14.3 
1 3 -70 1 

34 2::'_2 7 5 
8 7 -189 

46. 3=-32. 7 
9. 2 -213 

48,8土38.1

•-ー- -―̀- -.c 

Mn （明）

2. 98土1.4 7 
0. 82 -8. 61 
2.97-tl.93 
1.17-7.78 

5. 95一'::2. 79 
2.09 ~ 15.90 

2. 24土0.79 
0.59-7.78 

2. 41土102 
0. 94 -4 03 

4.65-t::1 35 
2. 12 -8. 45 

5. 26土2.24 

2. 71± 1. 39 
0. 60 -5 17 

2.80::L1 34 
0.81-693 

5.52士2.17
1.82-10.20 

2.00土0.77 
0.41-339 

2.67土156 
0.68 -8 25 

4.67ニ1.97 
1. 20 -11.40 

5.10士2.12 

平均し—標伍偏差
最小ー最大｛直



10 .. 20mg 

Cu Zn 

］ ］］ ］ ］ ］ 
10卜 l¢l ] ] [ ] [ 

東由利町＇雄打 1 町 東 ,11 /1]町雄柁町

3
 
⑪

_

夕

，
 
c
 

!
(
 

9
,

g
 
2
 

n

5

 

o.w 0.25 

↓ *Pb  ~ 
了
0.2m, 

0.1 

口
0.1mg 

□] 
20mg 

Mn 
•男平均
0女平均

・→男女平均

憤低値の範間

D標準偏差

10 r [ ]]  j舟］

東由利町 雄和町

図2. 日常食中， 1日当りの重企属摂取り

-102 -



東由利町

免 彩

Cu '1) n 53 cu 女 n~60 

40 40 

30 30 

10 (ms/El) 

％ 

Zn 9} n =53 

40 

30 

20 

10 

I O 

10 (mg/[l) 

Zn 女 n-nn 
l 
40 

30 

2り

Ill 

|』||I犀r== D 
＇ 10 20 (rno/rJ) 

形 Cd 男 n-53 

40 

30 

100 200 (μg／日） 100 200 (μg／日）

免 劣

Pb 男 n=53 Pb 女 n=60

40 40 

30 30 

20 

1 09  

n m り， n
200 278 v,g/日） 100 200 (μg／日）

町 形

Mn 男 n~44 

401-

30 

]・ 
¥1n 女 n--50 

4[J 

30 

20 

JO 

口 ト
10 ・15 (mg／日）

図3. 1日当りの重金属摂取量度数分布

10 (m,／日）

-103-



雄和町
彩

cu 男 n=57 cu 女 n・・53 

40 

30 

20 

----, 
5 10 (m9／日）

% 

Zn 男 n

40 

30 

20 

IO 

20 (m,／日）

形

Cd 男 n~57

40 

30 

10 

.___o____p_,}:-!ユ—-
100 2叩 303(μg/llI 

％ 

Pb'.') n ~57 

40 

30 

]

]

 
OJ
 

,
0
 ロロ。゚ロ

i

ト

0

0

 

2

1

 

形

Mn 男，9 —-48

40 

30 

10紅：ゎ／日）

10 (m9／日）

句
Zn 女 n-58 

40-

-

l

＿
 

3

0

2

0

1

0

 

10U 11111 rll~~口— 200 (μg/11 

叫 Pb女 n-'i5 

40-

3 ゚1 

冒 心］。こ

|
l
 

％

。

4
 

Mn.!I n --18 

30 

図4. 1日当りの重金属摂取量度数分布

可

20 (../11) 

＿＿＿□可
• 0 （四／ElI 

-104 -



表7. J日当りの重金属摂取量の文献値

Cu (7TIIJ) 
I 
Zn （叩） Cd（四） Pb (11,g) Mn（呵） 推定方法 分繋試料・対象者の性月1l

年 ，その他 文献

1.45 8.47 42.7 22.3 陰ぜん方式
1日分の主食・副食 2) 
男女40~64オ 20名

1.43 10.4 34.1 40. 7 4.01 マーケットバスケット方式 国民栄養調査 CS53年版）
に基づく試料

3) 

2.02 9.60 35.6 59.3 4.54 " ’’ (S 50年版）
北海道地区

4) 

1. 60 10.6 65.6 125.8 4.35 II 
ヽ

’’ C S50~52年版）
東海地方

5) 

0.87 6.13 25.3 84.7 2. 71 II 
II 

中国地方
6) 

0.92 5.74 17~19 29~44 2.9 ’’ 
~1.11 ~8.56 ~3.9 ” 関東地 I地区

7) 

1.45 8.57 46.2 82.1 3.81 ” 
II 

（全国IOケ所） 8) 

w まとめ

昭和52,53, 54年の春期，秋期の合計6回，｝火田県東 彩

由利町および雄和町の主に，農業従事者で， 40~59オの

男女228名について，陰ぜん方人による，日常食の採取

を行い， 1日当りの重金属類（Cu,Zn,Cb, PbおよびMn)

摂取景の調査を行った．

1. 東由利町および雄和町の日常食から摂取する重金属

類平均伯は，それそれCu1. 75_l_ 1 22哨． 172土1.24叩，

Zn 9.02土2.98哨， 8.34土2.92畷 Cd30.1土22.7 μ,g, 48. 

5土40.3μ,g,Pb 47.4士42.3 μ,g, 48 8土38.1μ,g, Mn 5.26 
l 2.241ll9, 5.10士2.12町であった．これはマーケットハ

スケット方式による全国平均値 8)よりも Cu,Mnでやや

高く， Pbで低い値であった．

2. 重金属摂取量中に占める主貪の内lj合は．束由利町，

雄和町で，それぞれCu35彩， 32飴， Zn44形， 41彩， Cd

31%, 49%, Pb22%, 25％であった．

3 主食のCd含有涙度（乾燥重は）においては東由利町

0.03土0.02ppm,枡和IUJ0.09::L0.06 ppmで，有意差か

あった． （P<0.05). 
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